
避難所の熱中症対策について
高知県防災キャラクター
©やなせたかし

ヘルパ
ちゃん

◆空調設備のある避難所の確保

◆熱中症対策（猛暑対策）

対策 内容 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 目標年度

１．学校の体育館（指定避難
所）への空調設備の整備の
推進

⑴ 県立学校（高等学校及び特別支援学校）の体育館への空調設備を令和12年度までに整備
16校/42校
（38.1％）

23校/42校
（54.8％）

31校/42校
（73.8％）

38校/42校
（90.5％）

42校/42校
（100％）

令和12年度
（３年前倒し）

⑵ 市町村立小中学校の体育館への空調整備の令和13年度完了（国の目標「４年前倒し」）
に向けて、市町村の取組が進むよう、整備の好事例を情報提供する等のサポートを実施
※今後の国の補助制度の動向等を踏まえ、目標値の見直しを検討

38棟/232棟
（16.4％）

76棟/232棟
（32.8％）

114棟/232棟
（49.1％）

152棟/232棟
（65.5％）

190棟/232棟
（81.9％）

令和13年度
（目標に追加）

２．空調設備が既に整備された
学校教室の避難所指定の推進

○ 空調設備が整備されている普通教室等を避難所に追加指定するように働きかけ、学校
再開に留意しつつ令和15年度までに普通教室等の避難所指定率を概ね100％を目指す

87,656人分
130,965人分
（66.9％）

93,843人分
130,965人分
（71.7％）

100,030人分
130,965人分
（76.4％）

106,217人分
130,965人分
（81.1％）

112,404人分
130,965人分
（85.8％）

令和15年度
（目標に追加）

３．空調設備のある民間施設を
活用した避難所の確保の推進

○ 災害時拠点強靱化緊急促進事業費補助金を活用し、民間施設の避難所指定を推進
＋1,000人
（3,500㎡）

＋2,000人
（7,000㎡）

＋2,000人
（7,000㎡）

＋2,000人
（7,000㎡）

＋2,000人
（7,000㎡）

令和15年度
（目標に追加）

４．二次避難の推進

⑴ 高知県旅館ホテル生活衛生同業組合との協定に基づく二次避難のマニュアルの作成及び
訓練の実施

旅行業者と連
携してマニュ
アルを作成

マニュアルに
基づく訓練の
実施

マニュアルに
基づく訓練の
実施

マニュアルに
基づく訓練の
実施

毎年度
訓練実施

（目標に追加）

⑵ 防衛省PFI船舶「はくおうⅡ」、「ナッチャンNEO」の受援計画を作成し、訓練を実施
防衛省と連携
して受援計画
を作成

受援計画に基
づく訓練の実
施

受援計画に基
づく訓練の実
施

受援計画に基
づく訓練の実
施

毎年度
訓練実施

（目標に追加）

⑶ 一般社団法人日本長距離フェリー協会等の災害派遣協定の締結に向けた協議
○ 一般社団法人日本長距離フェリー協会には、㈱商船三井さんふらわあ、
㈱名門大洋フェリー、新日本海フェリー㈱、阪九フェリー㈱、東京九州フェリー㈱、
太平洋フェリー㈱、オーシャントランス㈱、宮崎カーフェリー㈱の８社が所属する。

協定締結に
向けた協議

協定の締結
マニュアルを
作成

マニュアルに
基づく訓練の
実施

毎年度
訓練実施

（目標に追加）

５．県外広域避難への対応
○ 中国・四国地方の災害等発生時の広域支援に関する協定に基づき、カウンターパートの
島根県、山口県と協議。共同で広域避難者受入れマニュアルを作成し、訓練を実施

中四国広域防
災責任者会議
で協議

島根県、山口
県と共同で
マニュアルの
協議

島根県、山口
県と共同で
マニュアルを
作成

マニュアルに
基づく訓練の
実施

マニュアルに
基づく訓練の
実施

毎年度
訓練実施

（目標に追加）

対策 内容 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 最終目標

６．熱中症対策に資する
資機材の整備

令和12年度までに熱中症対策に資する資機材が全ての避難所に整備されるよう、地域防災
対策総合補助金の補助率をかさ上げ（1/2→2/3）を検討するなどして、市町村を支援

⑴ 猛暑対策に資する資機材
エアコン、スポットクーラー、大型扇風機、浄水器、
熱中症指数計（WBGT計）※、冷却マット、冷感ポンチョ等
※各避難所にWBGT計を整備することで、熱中症リスクを未然に把握し、対策を講ずることで、熱中症患者の発生を予防

⑵ 停電対策に資する資機材
可搬型非常用発電機、ポータブル太陽光発電機、蓄電設備等

冷房 90.0％
浄水 10.0％
発電 60.0％

・補助金活用
の呼び掛け

冷房 95.0％
浄水 25.0％
発電 70.0％

・補助金活用
の呼び掛け

冷房 100％
浄水 50.0％
発電 80.0％

・補助金活用
の呼び掛け

冷房 100％
浄水 75.0％
発電 90.0％

・補助金活用
の呼び掛け

冷房 100％
浄水 100％
発電 100％

冷房
令和10年度
（２年前倒し）

浄水・発電
令和12年度
（目標に追加）

７．クーリングシェルター
（指定暑熱避難施設）
及び涼み処の活用

○ クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）又は涼み処が令和９年度中に全市町村に設置
されるよう働きかけるとともに、発災時に避暑のための一時避難スペースとして活用する
ように、市町村への連絡・運営体制等を含めたマニュアルを作成し、訓練を実施

・21市町村
に設置

・34市町村
に設置
・市町村と連
携してマニュ
アルを作成

・マニュアル
に基づく訓練
の実施

・マニュアル
に基づく訓練
の実施

・マニュアル
に基づく訓練
の実施

毎年度
訓練実施

（目標に追加）

８．飲料水の確保
○ 令和８年熊本地震で飲料水が不足した事案を踏まえ、高知県備蓄方針を改定し、
飲料水の公的備蓄量を引き上げ（１日分→２日分）、備蓄済みの市町村数を増やしていく。

25市町村
34市町村
（73.5％）

34市町村
34市町村
（100％）

継続 継続 継続 令和９年度
（目標を拡充）
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